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１. 近年の自然災害の現状
気候変動による大雨の発生回数

平均発生回数
  80㎜：約14回
100㎜：約2.2回

平均発生回数
  80㎜：約25回
100㎜：約4.4回

出典：気象庁「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」より
URL: https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html
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グラフ1
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		年		80mm		100mm

		1976		25		0

		1977		21		6

		1978		8		1

		1979		15		2

		1980		12		1

		1981		8		0

		1982		20		6

		1983		13		4

		1984		7		0

		1985		10		2

		1986		11		1

		1987		20		2

		1988		38		9

		1989		19		5

		1990		15		1

		1991		16		2

		1992		8		0

		1993		15		0

		1994		8		0

		1995		12		1

		1996		14		3

		1997		12		3

		1998		36		5

		1999		41		9

		2000		12		7

		2001		28		7

		2002		15		2

		2003		20		5

		2004		31		7

		2005		11		2

		2006		29		6

		2007		18		0

		2008		24		4

		2009		15		3

		2010		21		2

		2011		28		7

		2012		20		3

		2013		32		8

		2014		21		2

		2015		26		5

		2016		27		5

		2017		21		3

		2018		20		5

		2019		27		4

		2020		35		5

		2021		13		2

		2022		30		5

		2023		17		4

		2024		23		2

		2025		35		9
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１. 近年の自然災害の現状

局地的大雨（ゲリラ雷雨）

2025 年のゲリラ雷雨は
全国で 8.8万回以上発生、前年比約 1.1倍増！

出典：ウェザーニュース/ニュース2025.10.22
URL:https://jp.weathernews.com/news/53730
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大雨発生で急増している



２. 冠水対策ついて

内水氾濫は公共インフラ（雨水）の流下能力以上の大雨に
よって引き起こされます。

公共インフラの流下能力が
弱いと冠水する

局地的大雨が怖い理由
① 発生の予測が難しい
②川から離れた場所でも、
冠水等の被害を引き起こす

公共インフラ

公共インフラ（雨水）の
流下能力が追い付かずに
水が溢れる

※今回の資料内での「公共インフラ」とは、雨水を排水する下水管を指します。
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ないすいはんらん

局地的大雨による冠水被害（内水氾濫）



工 場 ⇒
機械や車両の故障、廃棄

油分の流出による近隣への被害

店舗・倉庫 ⇒ 製品の廃棄

店舗の冠水工場の冠水

倉庫の浸水 油分の流出

規模によっては数億円の損害

5２. 冠水対策ついて

操業・営業停止

内水氾濫による冠水被害想定



ポイント① 水の排水先を確保すること
ポイント② 外部からの雨水の流入を防ぐこと

公共インフラ
（満水）

6２. 冠水対策ついて

ポイント②
外部からの水の流入を防ぐ

ポイント①
雨水地下貯留槽などで一時貯留し、時差放流する。

冠水対策のポイント



基礎
調査

概要
提案

詳細
調査

設計 施工

３. 前田道路の冠水対策

先ずは冠水対策のご提案をさせてください。
操業・営業停止のリスクを最小限にするため
のお手伝いをいたします。
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前田道路は、調査・計画・設計・施工
までワンストップでご対応いたします。

冠水対策ご提案の流れ



計画地の環境条件や地形条件を調査し、
課題の整理と評価を行います。

基礎
調査

概要
提案

詳細
調査 設計 施工

8３. 前田道路の冠水対策
基礎調査について



① ヒアリング 現状の水たまり発生場所や、
お困りごとの聞き取り調査、等

② 現地踏査 構内の雨水排水施設の確認や、
隣地との高低差等の確認、等

③ ハザードマップ 浸水深さの確認、
内水氾濫発生想定の確認、等

④ 公共下水道台帳 自治体の台帳にて公共インフラの
流下能力や管底高の確認、等

⑤ 図面調査 建設時の図面による雨水排水施設の
仕様や位置の確認、等

9３. 前田道路の冠水対策
基礎調査項目

基礎
調査

概要
提案

詳細
調査 設計 施工



前田道路では、基礎情報に基づき
様々な冠水対策の提案を行います。

10３. 前田道路の冠水対策

基礎
調査

概要
提案

詳細
調査 設計 施工

概要提案について



①敷地内に一時貯留させて対処する ⇒ 雨水地下貯留システム 等

②油水の流出を抑える ⇒ 単槽式油水分離システム（ヒュームセプター）

③敷地外からの雨水を遮る ⇒ 外周擁壁、止水板、等

実績に基いた適切な工法をご提案します。

11３. 前田道路の冠水対策
前田道路の冠水対策工法
冠水対策を実施することはコア事業の被害リスクを
最小限に抑えるだけでなく、地域貢献にもなります。



４. 前田道路施工実績事例
施工事例① A商業施設駐車場（雨水地下貯留システム約480ｍ3）

降雨量と
貯留量の

シミュレーション

① 2014年10月の大雨
駐車場が冠水（過去最大級豪雨）

② 降雨モデルを根拠に設計
2014年の大雨でも冠水しない貯留量

③2017年7月の大雨
完成後、同レベルでの豪雨でも冠水被害なし
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①ピーク時
③ピーク時

② ②

①2014年降雨モデルより②設計貯留量を設計 ③2017年7月の大雨は②設計貯留量以下

冠水デッドライン 冠水デッドライン



側溝
（放流先）

側溝
（放流先）

放流先の管底高が浅く
接続できない

▼放流先側溝底版
▼流末管底

施工事例 ② 某製造工場駐車場（雨水地下貯留システム約250ｍ3）

ユニット組立 保護シート施工

13４. 前田道路施工実績事例

問題点

解決策

雨水貯留浸透
槽を設置
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰのみ
接続

現況



雨水地下貯留システム（貯留・浸透） 敷地内に雨水を一時貯留させて対処

５. 前田道路の自然災害の対策工法 14



ヒュームセプター
（単槽式油水分離システム） 油水の流出を抑える

15５. 前田道路の自然災害の対策工法



MDグリーンインフラ工法 樹木の根の生育範囲を創出する

16５. 前田道路の自然災害の対策工法



舗装診断 舗装の路面、構造の評価を非破壊で行います

17５. 前田道路の自然災害の対策工法
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